
高
篤
言
（
こ
う
◆
と
く
ぞ
う
）
。
彼
の
名
は
余

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
彼
が
東
京
大
牢

鶚
（
昭
訓
・
３
・
帥
）
で
罹
災
し
た
と
い
う
こ
と

も
曲
三
Ｌ
、
第
三
次
大
戦
終
結
後
し
ば
ら
く
の

間
、
彼
は
結
社
誌
や
俳
句
総
合
誌
で
し
ば
し
ば
語

ら
れ
て
い
た
。
結
社
誌
で
は
「
芝
火
」
「
青
芝
」

「
春
婿
」
、
総
合
俳
誌
で
は
「
現
代
俳
句
」
「
俳

句
」
な
ど
へ
註
１
）
。
た
だ
こ
れ
ら
昭
和
別
年
代

か
ら
帥
年
代
に
か
け
て
の
も
の
は
、
総
じ
て
櫃
人

的
追
想
記
的
な
も
⑱
に
と
ど
ま
っ
て
、
研
究
的
に

ま
と
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
か
つ
升
。
そ
の

俵
し
ば
ら
く
の
間
、
彼
は
語
ら
れ
る
こ
と
少
な

【
第
十
回
・
平
成
三
年
度
］
現
代
俳
句
協
会
評
論
賞
受
賞
作

は
じ
め
に 或

る
自
由
主
義
的
俳
人
の
軌
跡

Ｉ
高
焦
云
に
つ
い
て
Ｉ

く
、
俳
句
辞
典
類
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と

も
な
か
っ
た
〆
彼
が
再
び
顛
み
ら
れ
る
の
は
昭
和

印
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
湊
楊
一
戯
、
古
川
鬼

巳
、
川
名
大
ら
が
彼
に
言
瑛
し
始
め
る
（
以
卜
、

敬
称
略
）
（
趾
ワ
ニ
ゞ
こ
の
人
達
②
作
業
は
、
高
罵

言
の
業
結
を
昭
和
俳
信
砂
い
わ
ば
戦
前
史
的
中
に

位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
こ
ろ
に
な

る
と
、
例
え
ば
富
士
見
吉
房
版
「
現
代
俳
句
辞

典
」
に
彼
の
項
が
設
け
ら
れ
る
ゞ
と
は
い
鳶
、
そ

れ
ら
に
し
て
も
、
彼
の
雄
年
月
日
の
不
詳
巻
は
じ

め
作
家
活
動
期
間
、
発
表
句
数
の
不
而
確
ざ
な

ど
、
高
藍
言
に
つ
い
て
の
関
係
資
料
は
か
な
り
卒

啼
な
ま
ま
ｉ

木
槁
は
、
Ⅲ
ｉ
の
よ
う
な
戦
後
の
諾
成
果
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
高
篤
三
に
つ
し
て
今
ま
で
不
明
だ

っ
た
措
点
を
出
来
る
だ
け
明
ら
か
に
し
、
新
資
料

の
芒
十
の
紹
介
な
ど
も
行
三
Ｌ
、
彼
を
呵
能
な
限

り
ト
ー
タ
ル
と
し
て
托
握
す
る
こ
と
、
そ
し
て
砿

を
俳
人
と
し
て
と
同
時
に
←
｜
文
化
人
と
し
て
も
杣

え
て
、
一
九
口
０
年
代
前
半
を
生
き
弁
わ
が
国
の

一
文
化
人
の
軌
跡
を
確
酷
る
こ
と
、
そ
う
し
た
こ

と
へ
の
ぎ
さ
や
か
な
試
論
で
あ
る
。

託
１
）
而
岡
容
「
高
篤
三
断
片
」
（
芝
火

昭
訓
・
皿
、
岩
佐
東
一
郎
「
河
菫
と
荷
風
と
」

（
芝
火
昭
盟
-
３
）
、
藤
田
初
巳
「
篤
二
一
-
青

柚
了
・
幹
介
」
（
現
代
俳
句
昭
酪
・
入
、
安
住

敦
「
舂
惜
輔
記
」
（
春
燈
昭
鎚
．
ｌ
、
「
高
篤

二
追
悼
特
集
」
三
月
芝
昭
騨
・
３
）
、
朧
日
切
Ｒ

「
篁
一
と
吉
柚
子
」
（
俳
句
昭
別
◆
よ
、
安
住

敦
「
柿
ノ
木
坂
だ
よ
り
」
（
春
燈
昭
詑
．
且

細
井
啓
司

６ﾉラ


































